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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

�„�S�c�V 通信
（JA女性部通信）

さのぼり交流会

フレミズ活動

　7月23日、京町観光ホテルでさのぼり交流会を開催
し、女性部員やＪＡ関係者ら約７０人が参加しました。

◆お問い合わせ◆　生活資材課 33－5743　生活館 夢工房 35－1810

古いみそを利用して作りました。
おにぎりの具や野菜炒めに使えそうです。

6月27日　5名参加油みそ
作り

６月２６日（木）・２７日（金）
みそ作りをしました。

◎ちょっと

○
まる

○
まる

なはなし

厄介な草モグモグ
食べちゃいます！

◎お知らせ◎
９月２日　１３：３０　本店にて

家の光大会
ピアノ＆ヴァイオリンの生演奏が聴けます



（12）令和７年８月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
７
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

７
月
14
日
～
16
日
ま
で
の
３
日
間
、
Ｊ
Ａ
み

や
ざ
き
西
諸
県
家
畜
市
場
運
営
部
で
、
７
月
期

子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
表

の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引
き
等

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発

生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談

す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も

の
は
早
期
出
荷
を
行
い
、
飼
育

費
の
削
減
を
図
り
所
得
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会

に
出
品
し
、
付
加
価
値
の
高
い

優
良
基
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用

を
図
り
優
良
雌
子
牛
を
導
入

し
、
母
牛
の
増
頭
、
更
新
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し

い
こ
と
は
畜
産
課
（
３
３
―

５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆
７
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

７
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家
畜
市

場
運
営
部
で
郡
子
牛
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

え
び
の
地
区
管
内
か
ら
４
頭
が
出
品
さ
れ
、

成
績
は
下
表
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
７
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

７
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
７
月

期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見
を

し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜
産
課（
３
３

―
５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和７年７月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回(令和７年７月) 前回(令和７年６月) 前年(令和６年７月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 108 557,649 92 651,642 △93,993 84 422,073 135,576

去勢 95 654,384 108 726,835 △72,451 104 538,175 116,209

計 203 602,919 200 692,247 △89,328 188 486,299 116,620

令和７年７月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 み に 中 原 　 安 尋

〃 え な り 大 竹 　 勝 美

〃 ゆ あ 中 村 　 友 哉

弐等賞 ひ な 奥 松 　 豪 寛
※壱等賞は、序列は付けてありません

令和７年７月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 み に 中 原 安 尋

壱等賞 え な り 大 竹 勝 美

〃 ゆ あ 中 村 友 哉

〃 ひ な 奥 松 豪 寛

弐等賞 ひ み こ 吹 上 裕 樹

〃 はるふくきた 深 瀬 浩 一

〃 第 7 3 み す ず 坂 元 幸 保

〃 第1143ひがし 東 脇 勇 二

〃 あ さ ぎ み く 山 里 育 代

〃 あ き な 黒 肬 康 男
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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収穫作業及び次回作付けにおける留意点と対策２

・収穫作業は、収穫物にできるだけ降灰が付着しないよう天候(特に降雨に
より、付着した灰の減少が見込める)や風向きに留意して行う。

・刈り取り時は、土や灰が混入しないよう刈り高をやや高めに調整する。

・集草後は速やかにラップし、灰が付着しないように保管する。

・灰による収穫機械の摩耗を防ぐため、機械による作業後は、作業機の清掃
などのメンテナンスを行う。

・降灰が厚く積もった場合には、土壌pHの低下が予想されるので、土壌の化
学性を調査した上で、土壌改良資材等の施用を行う。

牧草1ロールあたりの火山灰混入量について(推定)１

高原町にて降灰があったトウモロコシ1株から灰の付着量を調査し、1ロー
ルあたりの混入量を求めました。

・ 300kgの85cm直径ロールであれば、5.1kgの
混入と推定される。

写真 高原町の飼料用トウモロコシ

・過去の試験報告（裏面に記載）に満たない混入量
であった。

・乾草、サイレージは、貯蔵場所にシートをかぶせるなど、灰が付着しない
よう工夫する。※少量の付着であれば、特に家畜の健康に問題はない。

・灰の付着により嗜好性の低下が見られた場合は、灰の混入のない飼料等と
組み合わせて給与する。また、餌よせを行う、給餌回数を増やす、涼しい
時間に給与することも対策。

・飼槽の清掃を行い、できるだけ火山灰が家畜の口に入らないようにする。

給与時の留意点と対策３

・令和 7年7月8日に採取したトウモロコシ1株749.4g
に12.4gの灰が付着していた。（約 1.7％）

降灰への留意点と対策について
６月22日に新燃岳の噴火が８年ぶりに確認されました。降灰による
牛や飼料作物への留意点と対策について、過去の研究報告を踏まえな
がら、ご紹介します。

令和7年7月

ご不明な点がございましたら、普及センターまでお問い合わせください。
西諸県農業改良普及センター　農畜産経営担当　TEL：0984-23-5105
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JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

苗
の
管
理

・
さ
が
ほ
の
か
苗
切
り
離
し
注
意

・
最
終
鉢
受
け
14
日
後
を
目
安
に
ラ
ン

ナ
ー
切
り
離
し
を
行
い
ま
す
。

・
育
苗
の
摘
葉
回
数
が
多
い
ほ
ど
、
ク
ラ

ウ
ン
は
太
り
が
っ
ち
り
し
た
苗
が
育
成

で
き
ま
す
。
20
日
に
１
回
、
育
苗
期
間

中
３
回
以
上
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
定

植
20
日
前
が
最
終
葉
か
ぎ
で
す
。
（
ク

ラ
ウ
ン
径
は
、
８
～
10
㎜
目
標
）

・
苗
の
最
終
追
肥
は
、
定
植
前
で
大
苗
20

日
前
、
小
苗
で
25
日
前
ま
で
で
す
。

・
８
月
20
日
よ
り
苗
質
に
応
じ
て
Ｐ
Ｋ
剤

の
葉
面
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
灌
水
は
朝
十
分
量
行
い
、
乾
燥
具
合
で

午
後
３
～
４
時
頃
に
再
度
行
い
ま
す
。

・
夕
方
灌
水
は
、で
き
る
だ
け
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
炭
疽
病
予
防
）

定
植
準
備

・
完
熟
堆
肥
を
１
０
０
坪
当
り
２
ｔ
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。

・
基
肥
は
、
定
植
10
～
14
日
前
に
施
用

し
、
土
壌
水
分
の
良
い
状
態
の
時
に
耕

起
、
整
地
を
行
い
ま
す
。

病
害
虫
の
管
理

　

炭
疽
病
・
う
ど
ん
こ
病
の
防
除
は
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
予
防
剤
と
治
療
剤
を

有
効
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

８
月
下
旬
頃
よ
り
早
生
品
種
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
が
、
出
荷
の
際
は
病
害
虫
果

の
混
入
が
な
い
よ
う
に
徹
底
し
た
選
果
選

別
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

果
実
肥
大
期
に
は
５
～
７
日
間
隔
で
10

ｔ
／
10
ａ
ほ
ど
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
養
分
の
競
合
を
避
け
る
た
め

に
傷
果
や
新
梢
は
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。
黒
点
病
は
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤

（
６
０
０
倍
）
に
よ
る
防
除
を
行
い
、
害

虫
防
除
と
し
て
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
２
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
早
め
の
除
草
を
心
掛
け
な
が
ら

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ス
上
が
り
果
や

カ
メ
ム
シ
の
発
生
に
は
、
注
意
し
て
被
害

果
の
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

６
月
10
日
前
後
に
１
次
茎
が
出
揃
い
、

次
の
展
開
茎
の
２
次
茎
の
発
生
が
見
ら
れ

始
め
ま
す
。
虫
害
の
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
の
発

生
で
被
害
が
起
こ
る
と
次
の
３
次
茎
の
発

生
が
遅
れ
、
今
後
の
根
の
肥
大
に
著
し
く

影
響
が
出
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
梅
雨
明
け
が
早
ま
り
猛
暑
が
続
い
て

ま
す
。
圃
場
の
乾
燥
、
葉
の
色
に
注
意
し
、

定
期
的
な
灌
水
は
下
層
ま
で
浸
透
す
る
よ

う
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

追
肥
（
燐
硝
安
加
里
ｓ
２
２
６
）
を
10

ａ
あ
た
り
40
㎏
行
い
、
同
時
に
管
理
機
に

よ
る
中
耕
、
培
土
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ュ
ウ
リ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

・
灌
水
に
つ
い
て

　

暑
い
日
が
続
き
、
き
ゅ
う
り
も
圃
場
で

毎
日
水
分
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
状
況

を
み
な
が
ら
液
肥
の
散
布
も
含
め
た
「
こ

ま
め
な
灌
水
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
追
肥
に
つ
い
て

　

生
育
・
収
穫
と
も
に
中
盤
・
終
盤
を
向

か
え
ま
す
。
成
り
疲
れ
が
出
て
き
て
い

る
場
合
は
根
の
吸
い
上
げ
や
新
根
の
発

根
を
促
進
す
る
た
め
に
新
Ｒ
Ｂ
パ
ワ
ー

１
０
０
０
倍
の
発
根
剤
の
灌
水
や
土
壌
灌

注
機
で
土
壌
改
良
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
草
勢
維
持
や
草
勢
回
復
の
た
め
の
追

肥
や
葉
面
散
布
を
行
い
し
ょ
う
。　

・
防
除
に
つ
い
て

　

出
来
る
だ
け
長
く
収
穫
で
き
る
よ
う
、

予
防
防
除
を
心
掛
け
ま
す
。
病
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
防
除
間
隔
を
近
づ

け
て
、
病
害
が
確
認
さ
れ
た
ら
治
療
効
果

の
あ
る
薬
剤
を
加
え
て
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

☆
里
芋

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

早
生
系
か
ら
収
穫
期
に
入
り
ま
す
。

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
は
前
日
ま
で
使
用

で
き
ま
す
が
、
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
は

収
穫
21
日
前
ま
で
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ

ア
ブ
ル
は
収
穫
の
14
日
前
ま
で
と
な
り
ま

す
。
農
薬
散
布
は
収
穫
開
始
日
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

疫
病
が
発
生
し
た
圃
場
は
次
年
度
の
発

生
源
と
な
ら
な
い
よ
う
に
分
解
資
材
や
堆

肥
を
圃
場
に
投
入
し
、
数
回
の
ロ
ー
タ

リ
ー
が
け
を
行
っ
て
残
渣
の
分
解
を
促
し

ま
し
ょ
う
。
気
温
が
低
く
な
る
に
つ
れ
微

生
物
の
動
き
が
鈍
く
な
る
の
で
収
穫
終
了

後
早
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
後
は
台
風
の
発
生
し
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
対
策
と

し
て
排
水
溝
の
設
置
や
防
風
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
葉
の
破
損
、
倒
伏
な
ど
の
被
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

晴
天
が
続
き
水
分
不
足
に
な
る
と
曲
が

り
果
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
土
が
乾

く
よ
う
な
晴
天
の
日
は
１
日
２
ｔ
／
10
ａ

を
目
安
と
し
た
灌
水
を
朝
９
時
ま
で
に
行

う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

病
害
虫
被
害
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ

や
ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
に
よ
る
被
害
果
の
発
生
、

斑
点
細
菌
病
な
ど
に
な
る
草
勢
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
定
期
的
な
防
除
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

高
温
続
き
に
よ
る
花
落
ち
や
不
着
果
、

カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
腐
敗
果
や
黄
果

の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
着
果
促

進
剤
や
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布
も
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
は
台
風
の
発
生
時
期
に
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
の
排
水
対
策
と
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

等
の
銅
剤
中
心
で
予
防
散
布
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
台
風
通
過
後
は
、
ジ
ー
フ
ァ
イ

ン
水
和
剤
や
コ
サ
イ
ド
３
０
０
０
等
で
事

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

後
防
除
、
併
せ
て
葉
面
散
布
を
行
草
勢
回

復
に
努
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
今
後
の
新
燃
岳
の
火
山
情
報
に
注

意
し
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
噴
火
に

よ
る
降
灰
の
確
認
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ブ

ロ
ワ
ー
で
灰
を
落
と
し
た
後
に
動
噴
（
鉄

砲
ノ
ズ
ル
等
）
で
洗
浄
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

カ
メ
ム
シ
・
ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
の
防
除

ト
レ
ボ
ン
乳
剤　

希
釈
倍
数
：
１
０
０
０
倍　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
３
回
ま
で

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

斑
点
細
菌
病
の
防
除

コ
サ
イ
ド
３
０
０
０

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

使
用
回
数
：
制
限
な
し

使
用
時
期
：
制
限
な
し

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

断
続
的
な
高
温
と
曇
雨
天
の
天
候
不
順

か
ら
、
生
理
障
害
や
尻
腐
果
、
裂
果
等
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
草
勢
や
着
果
量

を
見
な
が
ら
の
灌
水
管
理
と
な
り
ま
す
が
、

盛
夏
期
は
１
日
あ
た
り
１
～
１
．
５
ℓ
／

株
を
目
安
と
し
て
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
生
育
障

害
や
品
質
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
10
日
間

隔
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布
、
併

せ
て
同
一
間
隔
で
液
肥
に
よ
る
追
肥
も
行

い
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
に
つ
い
て
は
、
順
次
収
穫
作

業
と
な
り
ま
す
が
収
穫
遅
れ
が
な
い
よ
う

適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

春
～
初
夏
播
き
に
つ
い
て
は
、
順
調
な

生
育
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
雑
草
の
発
生
に

注
意
し
、
手
作
業
ま
た
は
除
草
剤
使
用
に

よ
る
除
草
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
も
、
特
に
斑
点

病
や
斑
点
細
菌
病
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生

に
注
意
し
て
、
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

高
温
時
の
採
穂
時
に
お
け
る
不
萌
芽
対
策

　

不
萌
芽
は
親
株
が
高
温
に
あ
た
る
こ
と

で
脇
芽
が
消
失
す
る
症
状
で
、
昼
間
の
高

温
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に
ハ
ウ
ス

内
で
管
理
し
て
い
る
時
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
親
株
の
圃

場
を
で
き
る
だ
け
涼
し
い
環
境
に
し
、
昼

温
を
上
げ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
（
目

標
は
35
℃
以
下
）
。

　

ま
た
、
ビ
ー
エ
ー
液
剤
の
利
用
に
よ
る

不
萌
芽
対
策
で
は
高
温
期
に
芽
が
出
に
く

く
採
穂
数
が
少
な
い
品
種
の
萌
芽
を
高
め

る
事
が
で
き
ま
す
。
散
布
時
期
は
台
刈

り
、
ピ
ン
チ
を
し
た
時
に
２
０
０
０
～

４
０
０
０
倍
で
散
布
し
ま
し
ょ
う
（
散
布

後
は
葉
が
黄
化
し
ま
す
）
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
的
場
未
紗
）

　

８
月
は
秋
の
出
荷
に
向
け
た
夏
剪
定
・

株
養
成
の
期
間
に
な
り
ま
す
。

　

夏
剪
定
は
風
通
し
と
採
光
を
良
く
す
る

た
め
、
株
元
の
シ
ュ
ー
ト
を
数
本
残
す
よ

う
に
行
い
ま
す
。
過
繁
茂
ぎ
み
に
な
っ
て

い
る
圃
場
で
は
一
度
に
多
く
の
整
枝
を
行

う
と
樹
勢
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
萌
芽
の

発
生
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
剪
定
は

数
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
高
温
・

乾
燥
の
日
が
続
く
場
合
は
根
傷
み
を
起
こ

し
や
す
く
、
樹
勢
低
下
の
原
因
と
な
る
た

め
、
灌
水
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

今
後
も
雑
草
や
病
害
虫
の
発
生
が
多
い

時
期
が
続
き
ま
す
の
で
、
除
草
・
病
害
虫

防
除
を
徹
底
し
、
秋
の
収
穫
・
出
荷
に
向

け
た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

今
月
末
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
球
根

の
消
毒
・
冷
蔵
処
理
に
入
り
ま
す
。
消
毒

は
殺
菌
剤
に
球
根
を
10
分
間
程
度
浸
し
ま

す
が
、
高
温
の
場
所
で
吸
水
さ
せ
る
と
球

根
が
腐
り
や
す
く
な
る
の
で
出
来
る
だ
け

涼
し
い
所
で
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
球
根
消
毒
で
の
長
時
間
の
浸
漬

は
球
根
組
織
を
崩
壊
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

殺
菌
剤

　

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
６
０
０
倍（
対
象：
カ
ビ
）

＋
ス
タ
ー
ナ
１
０
０
０
倍（
対
象：
細
菌
）＋

ニ
ー
ズ（
展
着
剤
）

　

消
毒
後
は
吸
水
を
２
～
３
日
行
い
、
球

根
を
ポ
ッ
ト
入
れ
し
た
の
ち
球
根
冷
蔵
に

入
り
ま
す
。
球
根
冷
蔵
は
温
度
を
５
℃
と

し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
は
４
週
間
、
Ｐ
ｏ

ｎ

−

Ｐ
ｏ
ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
５
週
間
を
目
安

に
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
必
要
以
上
の

長
い
冷
蔵
期
間
は
株
が
弱
る
た
め
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

陽
射
し
が
強
く
な
り
気
温
も
高
く
な
っ

た
こ
と
で
、
日
焼
け
果
や
尻
腐
果
、
赤
果

の
発
生
が
多
く
な
る
ほ
か
、
花
落
ち
も
多

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ハ
ウ
ス

内
が
高
温
と
な
ら
な
い
よ
う
に
サ
イ
ド
・

谷
、
で
き
れ
ば
褄
換
気
ま
で
行
い
遮
熱
遮

光
資
材
を
設
置
し
て
温
度
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

灌
水
に
つ
い
て
は
、
晴
天
時
も
曇
天
時

も
基
本
的
に
は
毎
日
の
少
量
多
回
数
の
灌

水
を
心
掛
け
、
土
壌
水
分
Ｐ
Ｆ
１
・
７
～

１
・
８
を
目
安
と
し
て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

草
勢
が
弱
く
な
り
乾
燥
状
態
が
続
く
と
う

ど
ん
こ
病
、
湿
度
が
高
い
状
態
が
続
く
と

黒
枯
病
を
発
症
し
ま
す
の
で
、
換
気
を

し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
予
防
的
か
つ
定
期

的
な
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

枝
管
理
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
主

枝
の
弱
摘
芯
を
行
い
な
が
ら
側
枝
も
２
～

３
節
で
止
め
て
着
果
さ
せ
て
い
き
ま
す

が
、
あ
る
程
度
強
め
の
主
枝
の
切
り
返
し

を
行
う
場
合
は
、
根
傷
み
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
発
根
促
進
剤
の
新
Ｒ
Ｂ

パ
ワ
ー
１
０
０
０
倍
液
を
灌
水
施
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

新
芽
や
展
開
し
た
葉
に
鉄
欠
乏
症
が
見

ら
れ
る
場
合
は
、
Ｏ
Ｋ
カ
リ
マ
ッ
ク
ス
の

１
０
０
０
～
１
５
０
０
倍
液
、
ま
た
は
グ

リ
ー
ン
セ
ー
フ
プ
ラ
ス
の
１
０
０
０
倍
液

を
葉
面
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
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☆
加
工
人
参

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

人
参
の
播
種
時
期
は
日
中
の
高
温
時
を

避
け
た
涼
し
い
時
間
帯
の
７
月
20
日
～
８

月
末
ま
で
の
約
40
日
間
程
度
で
す
。
播
種

後
に
高
温
・
乾
燥
が
続
く
と
発
芽
し
に
く

く
な
り
ま
す
の
で
、
天
気
を
十
分
確
認
し

な
が
ら
播
種
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
播

種
後
に
は
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
乳
剤
の
散
布
で

除
草
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　
　

秋
冬
キ
ャ
ベ
ツ
の
定
植
時
期
に
な
り

ま
す
。
初
期
殺
虫
剤
と
し
て
、
育
苗
期
後

半
～
定
植
当
日
に
か
け
て
ベ
リ
マ
ー
ク
Ｓ

Ｃ
、
ま
た
は
定
植
前
日
～
定
植
時
に
キ
ッ

ク
オ
フ
顆
粒
水
和
剤
な
ど
を
１
箱
当
た
り

０
．
５
ℓ
灌
注
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
黒

腐
病
や
菌
核
病
予
防
と
し
て
、
オ
リ
ゼ

メ
ー
ト
顆
粒
水
和
剤
や
パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ

ア
ブ
ル
な
ど
も
併
せ
て
灌
注
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
温
期
の
定
植
は
朝
・
夕
方
の
涼
し
い

時
間
帯
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
極
度
の
高

温
干
ば
つ
時
は
ス
キ
ー
ポ
ン
（
酢
酸
）
な

ど
を
灌
注
ま
た
は
散
布
し
、
環
境
ス
ト
レ

ス
の
耐
性
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
定
植

後
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
Ｐ
乳
剤
な
ど
の

除
草
剤
を
定
植
後
10
日
ま
で
に
散
布
し
、

雑
草
発
生
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
防
除
に
つ
い
て
は
結
球
前
の
銅
剤

を
中
心
と
し
た
予
防
防
除
が
基
本
に
な
り

ま
す
の
で
、
作
業
遅
延
の
無
い
よ
う
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

か
ん
し
ょ
基
腐
病
の
発
生
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
定
期
的
に
圃
場
を
確
認
し
、
葉

の
色
が
お
か
し
い
株
や
、
生
育
が
著
し
く

悪
い
株
が
な
い
か
の
確
認
と
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

（
５
０
０
倍
）
で
の
予
防
散
布
を
行
っ
て

下
さ
い
。
発
症
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
発

病
株
を
抜
き
取
り
、
必
ず
圃
場
の
外
に
持

ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
は
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
２
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
っ
て
下
さ

い
。
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
収
穫

14
日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
で
使
用
時

期
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

　

発
生
し
て
な
い
場
合
も
予
防
を
兼
ね
た

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
の
散
布
も
有
効
で
す
。
収
穫

前
日
ま
で
可
能
で
す
が
、
他
の
薬
剤
と
併

用
す
る
と
薬
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
混

用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
大
根

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

９
月
上
旬
に
播
種
時
期
を
迎
え
ま
す
。

一
度
に
多
く
の
面
積
を
播
種
し
て
し
ま
う

と
収
穫
時
期
も
一
度
に
迎
え
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
収
穫
作
業
を
考
慮
し
て
播
種
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
収
穫
遅
れ
に
よ
る
大
根

の
肥
大
化
は
出
荷
要
件
に
適
合
し
な
い
場

合
が
あ
る
た
め
、
収
穫
か
ら
逆
算
し
た
播

種
計
画
が
重
要
で
す
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

苗
を
定
植
さ
れ
る
方
は
本
葉
が
３
・
５

枚
に
な
っ
た
ら
定
植
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

浅
植
え
・
深
植
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
天
気
に
も
よ
り
ま
す

が
１
週
間
程
度
は
必
ず
灌
水
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
定
植
後
は
葉
・
茎
の
マ
ル
チ
焼

け
を
防
ぐ
た
め
に
わ
ら
等
を
敷
い
て
対
策

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

夏
季
の
削
り
込
み
や
土
寄
せ
は
軟
腐
病

発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
根
を
痛
め

る
よ
う
な
除
草
な
ど
も
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。
雑
草
が
気
に
な
る
場
合
は
除
草

剤
を
使
用
し
た
除
草
を
行
い
ま
す
。

　

除
草
剤
：
バ
ス
タ
液
剤　

　

使
用
回
数
：
２
回
ま
で　

畦
間
処
理

10
ａ
あ
た
り　

　

希
釈
薬
液
：
３
０
０
～
５
０
０
Ｍ
Ｌ

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
１
５
０
Ｌ

　

こ
れ
か
ら
懸
念
さ
れ
る
台
風
や
突
然
の

雨
な
ど
で
水
が
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
や
冠
水

し
た
場
合
は
、
病
害
発
生
の
予
防
を
兼
ね

て
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
の
銅
剤
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

10
ａ
あ
た
り　

　

使
用
回
数
：
制
限
な
し

　

希
釈
倍
数
：
５
０
０
倍　

　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

令
和
７
年
産
の
縮
み
ほ
う
れ
ん
草
の
作

付
け
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時
期

は
10
月
上
旬
～
10
月
中
旬
頃
ま
で
で
収
穫

は
12
月
中
旬
～
２
月
下
旬
ま
で
で
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
た
ま
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

11
月
下
旬
か
ら
の
た
ま
ね
ぎ
の
作
付
け

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
産
販
売
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
稲
の
収
穫
後

の
10
月
下
旬
に
圃
場
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
で
機
械
移
植
作
業
等
の
受

託
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
計
画
さ
れ
た
い

方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

令
和
７
年
産
加
工
ほ
う
れ
ん
草
の
作
付

け
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
播
種
時
期
は

９
月
～
１
月
末
播
種
で
収
穫
時
期
が
12
月

～
４
月
ま
で
の
予
定
で
す
。
作
付
け
希
望

の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
早
め
の
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

営営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

☆
大
豆

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

１
．
中
耕
培
土

　

中
耕
培
土
は
、
排
水
性
の
向
上
に
よ

る
湿
害
防
止
、
新
根
発
育
促
進
に
よ
る

倒
伏
防
止
等
、
収
量
の
安
定
を
図
る
た

め
に
行
い
ま
す
。

　

１
回
目
の
中
耕
・
培
土
の
適
期
は
本

葉
１
～
２
枚
が
展
開
す
る
時
期
（
播
種

後
20
～
30
日
）
に
子
葉
が
土
中
に
埋
ま

る
く
ら
い
ま
で
行
い
ま
す
。（
畦
の
高
さ

２
～
３
㎝
）
２
回
目
の
培
土
は
本
葉
５

～
７
枚
展
開
時
期
（
播
種
後
30
～
45
日
）

に
第
１
葉
節
ま
で
培
土
し
ま
す
。

２
．
病
害
虫
防
除

○
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

　

発
生
時
期　

８
月
中
下
旬
～
10
月
（
多

発
年
は
８
月
上
旬
か
ら
発
生
し
ま
す
）。

・
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　

卵
塊
は
葉
の
裏
に
産
み
付
け
ら
れ
、

孵
化
し
た
幼
虫
は
群
が
っ
て
葉
の
裏
か

ら
食
害
し
ま
す
。
食
害
さ
れ
た
葉
は
か

す
り
状
に
白
く
す
け
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
葉
が
目
立
ち
は
じ
め
た
ら

直
ち
に
防
除
し
ま
す
。
幼
虫
は
体
の
大

き
い
老
齢
に
な
る
と
な
か
な
か
薬
が
効

か
ず
、
駆
除
し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

若
齢
期
に
防
除
し
ま
す
。
薬
剤
防
除
の

場
合
、
防
除
適
期
と
薬
剤
の
選
定
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。（
同
じ
薬
剤
を

連
続
し
て
使
用
し
な
い
、
薬
剤
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
て
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。）

☆
そ
ば

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

１
．
圃
場
の
選
定
と
排
水
対
策

　

そ
ば
は
湿
害
に
弱
く
、
水
分
が
多
い

と
発
芽
、
生
育
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
排

水
良
好
な
圃
場
を
選
び
ま
す
。
特
に
水

田
で
の
栽
培
は
圃
場
の
周
囲
と
圃
場
内

に
も
排
水
溝
を
設
置
す
る
等
の
排
水
対

策
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

２
．
適
期
播
種

　

早
播
き
す
る
と
草
丈
が
長
く
な
り
倒

伏
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
開
花

期
の
高
温
で
不
稔
が
多
く
な
り
減
収
し

ま
す
。

　

一
方
で
遅
播
き
す
る
と
生
育
量
が
小

さ
く
、
低
温
、
降
霜
等
に
よ
り
減
収
す

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
播
種
時
期
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
播
種
時
期　

８
月
中
旬
～
８
月
下
旬

・
播
種
量　
　

条　

播　

５
～
６
㎏

　
　
　
　
　
　

ば
ら
播　

８
～
10
㎏

３
．
施
肥

　

窒
素
成
分
の
多
肥
は
草
丈
が
伸
び
、

倒
伏
し
や
す
く
な
る
の
で
、
地
力
、
前

作
物
の
残
効
を
考
慮
し
た
施
肥
が
大
切

で
す
。
土
壌
の
酸
度
は
弱
酸
性
～
中
性

が
最
適
で
す
。

10
ａ
当
り
：
堆
肥　
　
　
　
　

８
０
０
㎏

　
　
　
　
　

苦
土
石
灰　
　
　

60
㎏

　
　
　
　
　

Ｂ
Ｂ
２
８
４　
　

20
㎏

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｋ
化
成
40
号　

10
㎏

☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

１
．
管
理

　

幼
穂
形
成
期
、
開
花
期
と
な
っ
て
き

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
水
管
理
が
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

出
穂
期
以
降
の
穂
の
生
育
期
間
は
、

用
水
の
確
保
が
で
き
る
場
合
、
で
き
る

だ
け
掛
け
流
し
を
行
い
、
高
温
に
よ
る

登
熟
不
良
の
軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

☆
飽
水
管
理
（
ほ
う
す
い
か
ん
り
）

　

出
穂
期
以
降
の
高
温
は
乳
白
・
心
白

粒
の
発
生
原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
水
の

掛
け
流
し
に
よ
る
効
果
が
期
待
出
来
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
利

の
関
係
か
ら
実
施
で
き
な
い
と
こ
ろ
は

飽
水
管
理
を
実
施
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

出
穂
期
以
降
の
水
管
理
は
間
断
か
ん
水

が
基
本
で
す
が
、
か
ん
水
後
に
貯
め
た

水
が
高
温
と
な
り
、
そ
の
水
は
夜
間
で

も
な
か
な
か
水
温
が
下
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
あ
え
て
地
面
を
晒
す
程
度
ま
で

水
を
落
と
し
、
高
温
に
な
っ
た
水
に
稲

体
を
晒
さ
な
い
管
理
方
法
で
す
。

　

実
践
し
て
い
く
目
安
と
し
て
は
圃
場

内
の
足
跡
内
に
水
が
残
っ
て
お
り
、
土

壌
に
粘
り
の
残
る
程
度
の
硬
さ
で
管
理

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
中
干
し

の
よ
う
に
水
を
完
全
に
切
ら
さ
な
い
よ

う
に
圃
場
を
こ
ま
め
に
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
！
）

 

２
．
病
害
虫
防
除

　

予
防
の
た
め
の
防
除
と
し
て
①
穂
ば

ら
み
期
（
出
穂
５
～
10
日
前
）
に
な
り

ま
し
た
ら
、
ウ
ン
カ
類
、
紋
枯
れ
病
、

い
も
ち
病
の
防
除
（
重
点
防
除
１
回
目
）

を
混
合
剤
で
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
穂
い
も
ち
、
枝
梗
い
も
ち
、

秋
ウ
ン
カ
、
カ
メ
ム
シ
の
予
防
の
た
め

②
穂
揃
い
傾
穂
期
（
出
穂
後
10
日
位
）

に
混
合
剤
に
て
防
除
を
必
ず
行
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
陸
よ
り
飛
来
す
る
害
虫
で
特
に
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
は
株
元

の
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
繁
殖
を
繰
り

返
し
、
増
殖
し
ま
す
の
で
坪
枯
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
発
生
を
確
認
し
た
ら

早
期
に
防
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。
無
人

ヘ
リ
に
よ
る
重
点
防
除
の
適
期
判
断
は

主
害
虫
の
発
生
世
代
予
測
な
ど
の
デ
ー

タ
を
基
に
選
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

無
人
ヘ
リ
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ

ま
め
に
圃
場
を
確
認
し
て
常
に
圃
場
の

状
態
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報
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◎担い手支援関係◎
営農情報

①
【
穂
ば
ら
み
期
の
防
除
】

※
出
穂
５
～
10
日
前

　
（
必
ず
行
う
防
除
の
１
回
目
）

○
ワ
イ
ド
ナ
エ
ー
ス
粉
剤
Ｄ
Ｌ

　

使
用
量
：
３
～
４
㎏
／
10
ａ

　

適
用
病
害
虫
：
い
も
ち
病
、
紋
枯
病
、

　
　
　
　
　

ウ
ン
カ
類
、
カ
メ
ム
シ
類
、

　
　
　
　
　

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
等

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

本
剤
の
使
用
回
数
：
２
回
以
内

②
【
穂
揃
い
傾
穂
期
の
防
除
】

※
出
穂
後
約
10
日
後
頃

　
（
必
ず
行
う
防
除
の
２
回
目
）

○
ブ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ク
ル
Ｒ
ゾ
ル

　

使
用
量
：
60
～
１
５
０
Ｌ
／
10
ａ

　

希
釈
倍
数
：
１
０
０
０
倍

　

適
用
病
害
虫
：
穂
い
も
ち
病
、
ウ
ン
カ

　
　
　
　
　
　

類
、
カ
メ
ム
シ
類
、

　
　
　
　
　
　

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

本
剤
の
使
用
回
数
：
２
回
以
内

※
カ
メ
ム
シ
は
等
級
格
下
げ
要
因
と
な

る
斑
点
米
の
発
生
原
因
で
す
。
カ
メ
ム

シ
の
発
生
が
多
い
場
合
は
穂
揃
い
傾

穂
期
の
防
除
後
、
さ
ら
に
７
～
10
日
後

に
２
回
目
の
カ
メ
ム
シ
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
事
前
に
畦
の
草
払
い

な
ど
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
す
。
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

１
．
組
合
の
事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
事
項

（
１
）
主
な
事
業
活
動
の
内
容
と
成
果

【
各
部
門
の
主
要
な
事
業
成
果
】

〔
営
農
部
門
〕

　

世
界
的
な
気
温
上
昇
に
よ
り
、
各
作
物
高
温
障
害
が
散
見
さ
れ
る
中
、
水
稲
に
関
し

て
は
、
稲
作
振
興
会
を
中
心
に
、
市
内
各
所
に
展
示
圃
を
設
置
し
、
病
害
虫
予
測
や
刈

取
り
適
期
の
周
知
な
ど
、
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

畑
作
に
つ
い
て
は
、
部
会
を
中
心
と
し
た
目
揃
え
会
・
現
地
検
討
会
等
を
実
施
し
高
温

対
策
や
生
育
指
導
に
努
め
ま
し
た
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
自
給
飼
料
の
確
保
対
策
等
に
よ
り
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
毎
月
乾
燥
牧
草
の
注
文
を
受
け
付
け
、
粗
飼
料
不
足
の
解
消
に
努
め
ま

し
た
。

　

イ
チ
ゴ
団
地
研
修
施
設
に
関
し
て
は
、
１
名
が
研
修
施
設
よ
り
卒
業
し
新
規
就
農
と

し
て
、
令
和
７
年
度
よ
り
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
ま
す
。

〔
販
売
部
門
〕

　

米
の
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
産
の
全
国
的
な
コ
メ
不
足
が
続
き
、
令

和
６
年
産
仮
渡
金
は
、
30
㎏
あ
た
り
１
万
２
８
１
０
円
（
１
等
）
の
仮
渡
金
設
定
を

行
い
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
産
米
に
お
い
て
、

２
５
５
０
万
４
千
円
の
追
加
精
算
（
５
４
０
円
／
30
㎏
）
を
行
い
ま
し
た
。
園
芸
部
門

に
つ
き
ま
し
て
は
、
猛
暑
及
び
台
風
等
の
被
害
が
あ
り
、
取
扱
高
前
年
比
83
％
の
結
果

と
な
り
、
生
産
者
所
得
が
減
少
す
る
中
で
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
品
目
に
対
し

て
、
６
０
６
万
９
千
円
の
対
策
を
講
じ
、
次
作
の
生
産
意
欲
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
畜

産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
と
一
体
に
な
り
引
き
続
き
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
及
び
販
売
促

進
活
動
を
積
極
的
に
展
開
致
し
ま
し
た
。

〔
畜
産
部
門
〕

　

繁
殖
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月
末
で
は
、
２
１
１
戸
（
前
年
比
18

戸
減
少
）
と
な
り
、
母
牛
頭
数
は
３
３
８
３
頭
（
前
年
比
２
７
７
頭
減
少
）
の
結
果
で

あ
り
ま
し
た
。
価
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
配
合
飼
料
及
び
生
産
資
材
等
の
高
止
ま
り
の

影
響
も
あ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
取
引
平
均
価
格
５
０
万
円
税
別
（
前
年
比
99
％
）
と
結
果
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
簿
母
牛
頭
数
の
減
少
に
よ
り
令
和
７
年
２
月

セ
リ
よ
り
上
げ
基
調
で
の
価
格
推
移
と
な
り
ま
し
た
。

　

肥
育
部
門
で
は
、
平
均
枝
重
５
３
４
・
５
㎏
（
県
平
均
比
１
０
７
％
）
、
枝
肉
価
格

１
２
５
万
８
千
円
税
別
（
県
平
均
比
１
１
０
％
）
の
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。

〔
経
済
部
門
〕

　

営
農
全
般
の
生
産
コ
ス
ト
は
、
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
の
状
況
に
あ
る
中
で
、
令
和

６
年
４
月
に
県
内
１
Ｊ
Ａ
と
な
り
生
産
資
材
等
で
は
、
県
域
合
併
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
地

区
本
部
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
い
、
生
産
コ
ス
ト
抑
制
を
図
り
、
利
用
高
に
応

じ
た
生
産
資
材
ポ
イ
ン
ト
戻
し
奨
励
措
置
９
７
２
万
３
千
円
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
機

械
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
活
用
と
、
部
品
・
修
理
に
加
え
、
リ
ー
ス
事
業

の
活
用
が
増
加
し
前
年
対
比
１
１
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
え
び
の
は
、
来
場
者
数
が
69
万
７
千
人
（
前
年
対
比
16
％
増
）
、
供
給
高
は

５
億
７
６
８
８
万
円
（
前
年
対
比
８
％
増
）
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
足
湯
の
駅
え
び

の
高
原
の
供
給
高
は
３
，
４
２
０
万
円
（
前
年
対
比
１
％
減
）
で
あ
り
ま
し
た
。

〔
金
融
部
門
〕

　

貯
金
は
、
年
度
末
貯
金
残
高
３
２
７
億
８
１
２
５
万
円
と
計
画
ど
お
り
の
進
捗
で
し

た
が
、
令
和
６
年
４
月
10
日
の
金
利
改
定
か
ら
次
第
に
貯
金
金
利
が
上
昇
し
、
当
初
計

画
を
大
き
く
上
回
る
年
間
利
息
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

貸
出
金
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
不
安
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
農

家
の
経
営
維
持
支
援
を
目
的
と
し
た
農
業
資
金
の
新
規
貸
出
が
増
加
し
、
年
度
末
貸
出

残
高
66
億
６
０
６
万
円
（
公
庫
資
金
含
む
）
と
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
事
業
報
告
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〔
共
済
部
門
〕

　

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
備
え
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
中
心
に
３
Ｑ
訪
問
活
動
を
展
開
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
生
活
総
合
保
障
の
提

供
努
め
、
新
契
約
56
億
７
５
２
４
万
円
の
実
績
を
挙
績
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
に
発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ
る
建
物
被
害
に
対
し
、
迅
速
・
適
正
な
査
定

業
務
の
遂
行
に
努
め
、
自
然
災
害
共
済
金
１
８
２
件
７
２
１
５
万
円
を
支
払
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
代
理
店
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
Ｗ
ダ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン(

自
動

車
・
自
賠
責
拡
大
運
動)
を
実
施
し
自
動
車
共
済
・
自
賠
責
共
済
の
普
及
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
に
向
け
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、
え
び
の
市
内
の
中

学
生
へ
の
夜
間
反
射
タ
ス
キ
２
０
０
本
の
寄
贈
や
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
定
期

検
診
等
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

〔
経
営
支
援
部
門
〕

　

農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
と
し
て
２
８
０
件
の
所
得
税
申
告
、
１
０
９
件
の
消
費
税

申
告
受
付
事
務
を
実
施
し
て
会
員
の
事
務
負
荷
軽
減
に
務
め
ま
し
た
。 

令
和
６
年
６

月
お
よ
び
12
月
の
記
帳
指
導
講
習
会
や
令
和
７
年
１
月
の
決
算
税
務
説
明
会
等
を
と
お

し
て
協
議
会
会
員
へ
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
家
経
営
健
康
診
断
書
を
２
８
５
人
に
配
布
、
農
業
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
面
談
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
を
８
件
実
施
し
、
経
営
指
導
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

〔
リ
ス
ク
管
理
部
門
〕

　

臨
時
職
員
を
含
め
た
全
職
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
実
施

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
店
に
よ
る
階
層
別

研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

〔
総
務
部
門
〕

　

少
子
高
齢
化
で
労
働
力
人
口
が
減
少
し
新
規
採
用
者
の
獲
得
が
難
し
い
状
況
下
で
、

今
後
の
生
産
性
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
に
、
60
歳
以
下
の
臨
時
職
員
の
退
職
金
支
給

制
度
に
加
え
て
、
60
歳
を
超
え
た
臨
時
職
員
に
対
し
て
も
退
職
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
働
き
が
い
の
意
欲
を
失
わ
ず
に
継
続
雇
用
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

臨
時
職
員
か
ら
正
職
員
へ
の
登
用
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
、
人
材
確
保
に
努
め
ま
し

た
。

　

物
価
高
の
高
騰
で
農
業
経
営
が
厳
し
い
情
勢
が
続
く
中
で
、
硫
黄
山
水
質
被
害
、
イ

チ
ゴ
団
地
入
植
者
、
優
良
雌
子
牛
保
留
対
策
、
台
風
被
害
、
籾
乾
燥
の
灯
油
代
な
ど
、

合
併
契
約
に
基
づ
く
農
業
振
興
積
立
金
を
財
源
と
し
た
２
４
１
３
万
７
千
円
の
農
家
支

援
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
独
自
の
対
策
と
し
て
、
生
産
資
材
の
ポ
イ
ン
ト
制

戻
し
で
９
７
２
万
３
千
円
、
米
の
大
口
出
荷
奨
励
で
２
４
５
万
７
千
円
を
支
援
し
ま
し

た
。

　

安
全
作
業
に
お
け
る
管
理
指
導
に
お
い
て
は
、
安
全
衛
生
管
理
委
員
会
を
中
心
に
役

職
員
一
体
と
な
っ
て
注
意
喚
起
を
行
い
、
今
後
も
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〔
監
事
室
〕

　

監
事
室
で
は
監
事
及
び
内
部
統
制
評
価
員
に
よ
る
定
期
及
び
随
時
監
査
の
実
施
補
助

等
に
よ
り
、
監
事
と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

〔
監
査
室
〕

　

監
査
室
で
は
内
部
監
査
実
施
計
画
に
従
い
、
計
画
的
な
部
門
別
内
部
監
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内
部
監
査
の
品
質
評
価
に
も
取
り
組
み
、
地
区
本
部
に
お
け
る

内
部
監
査
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。
他
に
も
、
内
部
統
制
の
構
築
・
運
用
を
進
め

る
た
め
に
内
部
統
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
定
着
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 令和６年度 令和６年４月１日から
令和７年３月31日まで 損益計算書 えびの市地区本部

－ 11 －

科　　　　目 金　　額
1．事業総利益 960,730,888
事業収益 4,843,559,329
事業費用 3,882,828,441
（1）信用事業収益 283,624,077
　資金運用収益 242,029,079
　　（うち預金利息） （88,008,574）
　　（うち有価証券利息） （0）
　　（うち貸出金利息） （116,334,688）
　　（うちその他受入利息） （37,685,817）
　役務取引等収益 （9,053,356）
　その他経常収益 32,541,642
（2）信用事業費用 34,770,111
　資金調達費用 22,251,649
　　（うち貯金利息） （19,073,546）
　　（うち給付補てん備金繰入） （12,868）
　　（うち借入金利息） （888,099）
　　（うちその他支払利息） （2,277,136）
　役務取引等費用 566,322
　その他経常費用 11,952,140
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲6,175,764）
　　（うち貸出金償却） （167,861）
信用事業総利益 248,853,966
（3）共済事業収益 256,888,451
　共済付加収入 240,209,166
　その他の収益 16,679,285
（4）共済事業費用 24,551,894
　共済推進費 18,553,395
　共済保全費 5,294,732
　その他の費用 703,767
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲11）
共済事業総利益 232,336,557
（5）購買事業収益 2,851,641,169
　購買品供給高 2,722,420,869
　購買手数料 0
　修理サービス料 53,028,083
　その他の収益 76,192,217
（6）購買事業費用 2,593,630,901
　購買品供給原価 2,464,725,485
　購買品供給費 58,062,379
　修理サービス費 35,435,970
　その他の費用 35,407,067
　　（うち貸倒引当金繰入損） （25,498,557）
購買事業総利益 258,010,268
（7）販売事業収益 103,676,439
　販売品販売高 0
　販売手数料 69,268,556
　その他の収益 34,407,883
（8）販売事業費用 37,644,909
　販売品販売原価 0
　販売費 3,665,781
　その他の費用 33,979,128
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲1,715,937）
販売事業総利益 66,031,530
（9）保管事業収益 20,470,827
（10）保管事業費用 5,937,690
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
保管事業総利益 14,533,137

（単位：円）
科　　　　目 金　　額

（11）加工事業収益 0
（12）加工事業費用 0
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
加工事業総利益 0
（13）利用事業収益 623,769,556
（14）利用事業費用 474,811,772
　　（うち貸倒引当金繰入損） （1,803,850）
利用事業総利益 148,957,784
（15）宅地等供給事業収益 0
（16）宅地等供給事業費用 0
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
宅地等供給事業総利益 0
（17）その他事業収益 632,678,692
（18）その他事業費用 599,910,283
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲15,426）
その他事業総利益 32,768,409
（19）指導事業収入 70,810,118
（20）指導事業支出 111,570,881

指導事業収支差額 ▲ 40,760,763
2．事業管理費 934,906,272
（1）人件費 694,289,528
（2）業務費 69,176,773
（3）諸税負担金 22,769,527
（4）施設費 146,629,302
（5）その他事業管理費 2,041,142

事 業 利 益 25,824,616
3．事業外収益 68,360,223
（1）受取雑利息 186,286
（2）受取出資配当金 52,066,500
（3）賃貸料 4,074,451
（4）外部出資等損失引当金戻入益 0
（5）雑収入 12,032,986

4．事業外費用 29,067,230
（1）支払雑利息 0
（2）寄付金 454,480
（3）貸倒引当金繰入損・戻入益 4,449,500
（4）子会社等支援引当金繰入損 0
（5）雑損失 24,163,250

経 常 利 益 65,117,609
5．特別利益 43,006,294
（1）固定資産処分益 9,800,014
（2）一般補助金 6,535,000
（3）その他特別利益 26,671,280

6．特別損失 43,151,530
（1）固定資産処分損 2,497,292
（2）固定資産圧縮損 32,108,480
（3）臨時損失 8,545,758
（4）減損損失 0
（5）その他の特別損失 0

当 期 剰 余 金 64,972,373
農 業 振 興 積 立 金 取 崩 額 24,136,590
当 期 未 処 分 剰 余 金 89,108,963
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 令和６年度 令和６年４月１日から
令和７年３月31日まで 損益計算書 えびの市地区本部

－ 11 －

科　　　　目 金　　額
1．事業総利益 960,730,888
事業収益 4,843,559,329
事業費用 3,882,828,441
（1）信用事業収益 283,624,077
　資金運用収益 242,029,079
　　（うち預金利息） （88,008,574）
　　（うち有価証券利息） （0）
　　（うち貸出金利息） （116,334,688）
　　（うちその他受入利息） （37,685,817）
　役務取引等収益 （9,053,356）
　その他経常収益 32,541,642
（2）信用事業費用 34,770,111
　資金調達費用 22,251,649
　　（うち貯金利息） （19,073,546）
　　（うち給付補てん備金繰入） （12,868）
　　（うち借入金利息） （888,099）
　　（うちその他支払利息） （2,277,136）
　役務取引等費用 566,322
　その他経常費用 11,952,140
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲6,175,764）
　　（うち貸出金償却） （167,861）
信用事業総利益 248,853,966
（3）共済事業収益 256,888,451
　共済付加収入 240,209,166
　その他の収益 16,679,285
（4）共済事業費用 24,551,894
　共済推進費 18,553,395
　共済保全費 5,294,732
　その他の費用 703,767
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲11）
共済事業総利益 232,336,557
（5）購買事業収益 2,851,641,169
　購買品供給高 2,722,420,869
　購買手数料 0
　修理サービス料 53,028,083
　その他の収益 76,192,217
（6）購買事業費用 2,593,630,901
　購買品供給原価 2,464,725,485
　購買品供給費 58,062,379
　修理サービス費 35,435,970
　その他の費用 35,407,067
　　（うち貸倒引当金繰入損） （25,498,557）
購買事業総利益 258,010,268
（7）販売事業収益 103,676,439
　販売品販売高 0
　販売手数料 69,268,556
　その他の収益 34,407,883
（8）販売事業費用 37,644,909
　販売品販売原価 0
　販売費 3,665,781
　その他の費用 33,979,128
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲1,715,937）
販売事業総利益 66,031,530
（9）保管事業収益 20,470,827
（10）保管事業費用 5,937,690
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
保管事業総利益 14,533,137

（単位：円）
科　　　　目 金　　額

（11）加工事業収益 0
（12）加工事業費用 0
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
加工事業総利益 0
（13）利用事業収益 623,769,556
（14）利用事業費用 474,811,772
　　（うち貸倒引当金繰入損） （1,803,850）
利用事業総利益 148,957,784
（15）宅地等供給事業収益 0
（16）宅地等供給事業費用 0
　　（うち貸倒引当金戻入益） （0）
宅地等供給事業総利益 0
（17）その他事業収益 632,678,692
（18）その他事業費用 599,910,283
　　（うち貸倒引当金戻入益） （▲15,426）
その他事業総利益 32,768,409
（19）指導事業収入 70,810,118
（20）指導事業支出 111,570,881

指導事業収支差額 ▲ 40,760,763
2．事業管理費 934,906,272
（1）人件費 694,289,528
（2）業務費 69,176,773
（3）諸税負担金 22,769,527
（4）施設費 146,629,302
（5）その他事業管理費 2,041,142

事 業 利 益 25,824,616
3．事業外収益 68,360,223
（1）受取雑利息 186,286
（2）受取出資配当金 52,066,500
（3）賃貸料 4,074,451
（4）外部出資等損失引当金戻入益 0
（5）雑収入 12,032,986

4．事業外費用 29,067,230
（1）支払雑利息 0
（2）寄付金 454,480
（3）貸倒引当金繰入損・戻入益 4,449,500
（4）子会社等支援引当金繰入損 0
（5）雑損失 24,163,250

経 常 利 益 65,117,609
5．特別利益 43,006,294
（1）固定資産処分益 9,800,014
（2）一般補助金 6,535,000
（3）その他特別利益 26,671,280

6．特別損失 43,151,530
（1）固定資産処分損 2,497,292
（2）固定資産圧縮損 32,108,480
（3）臨時損失 8,545,758
（4）減損損失 0
（5）その他の特別損失 0

当 期 剰 余 金 64,972,373
農 業 振 興 積 立 金 取 崩 額 24,136,590
当 期 未 処 分 剰 余 金 89,108,963



（22）令和７年８月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。－ 30 －

固定資産の取得計画

１．取得計画 （単位：千円）

場　　　　　所 施設・資産名 数量 取　　得
見込金額

補助金
見込金額

実質取得
見込金額

杉水流ライスセンター 米 乾 燥 設 備 1 18,410 9,205 9,205 

和 牛 繁 殖 セ ン タ ー タ イ ヤ シ ョ ベ ル 1 6,500 － 6,500 

市 内 舎畜 2 6,000 － 6,000 

畜産課・担い手支援課 公 用 車 2 3,000 － 3,000 

真 幸 給 油 所 マ ル チ 計 量 器 1 2,781 － 2,781 

各 事 業 所 業 務 用 パ ソ コ ン 11 2,600 － 2,600 

M C・畜 産 セ ン タ ー 外 壁 塗 装 工 事 1 2,500 － 2,500 

エーコープかくとう店　他 調 理 室 改 修 工 事　 他 3,061 － 3,061 

合　　　　　　　計 44,852 9,205 35,647 

２．リース・賃借契約による取得計画 （単位：千円）

場　　　　　所 施設・資産名 数量 総額 期間 区分

各 支 店 オ ー プ ン 出 納 機 3 15,748 5年 リース

各 支 店 J A S T E M 端 末 機 8 6,941 5年 リース

市 内 LP ガ ス 985kg バ ル ク 貯 槽 3 3,348 10年 リース

市 内 LP ガ ス S 型 メ ー タ ー 185 3,230 9年 リース

各 支 店 OTM（貨幣硬貨入出金器 ）改造対応 3 1,886 5年 リース

市 内 L P ガ ス 2 0 k g 容 器 150 1,707 6年 リース

市 内 LP ガ ス 50kg 容 器　 他 1,003 リース

合　　　　　　　計 33,863

固定資産の処分計画

１．処分計画 （単位：千円）

部　　　　　門 施設・資産名 数量 取得金額 帳簿価格 処分損

建 物 ・ 構 築 物 撹 拌 工 場 設 備 2 921 39 39

機 械 ・ 装 置 撹 拌 工 場 機 械 　 他 8 14,851 114 114

車 両 ・ 運 搬 具 飯野給油所ローリー車・公用車他 4 5,050 － －

器 具 ・ 備 品 撹 拌 工 場 　 計 量 器 　 他 13 2,798 － －

土 地 加 久 藤 駅 前 土 地 2 37,812 37,812 －

合　　　　　　　計 61,432 37,965 153 

－ 29 －

科　　　　目 金　額
１．事業総利益 963,863
（１）信用事業収益 280,559
　　資金運用収益 242,572
　　　（うち預金利息） （127,295）
　　　（うち貸出金利息） （115,277）
　　その他事業直接収益 37,987
（２）信用事業費用 81,957
　　資金調達費用 66,487
　　　（うち貯金利息） （64,787）
　　　（うち借入金利息） （0）
　　　（うちその他支払利息） （1,700）
　　その他事業直接費用 15,470
信用事業総利益 198,602
（３）共済事業収益 246,474
　　共済付加収入 232,274
　　共済貸付金利息 0
　　その他の収益 14,200
（４）共済事業費用 28,604
　　共済借入金利息 0
　　共済推進費 21,277
　　共済保全費 6,432
　　その他の費用 895
共済事業総利益 217,870
（５）購買事業収益 2,918,948
　　購買品供給高 2,801,810
　　修理サービス料 56,910
　　その他の収益 60,228
（６）購買事業費用 2,611,482
　　購買品供給原価 2,519,967
　　購買品供給費 50,083
　　修理サービス費 31,741
　　その他の費用 9,691
購買事業総利益 307,466
（７）販売事業収益 86,510
　　販売手数料 67,535
　　その他の収益 18,975
（８）販売事業費用 11,170
　　販売費 3,327
　　その他の費用 7,843
販売事業総利益 75,340

科　　　　目 金　額
（9）保管事業収益 21,121
（10）保管事業費用 6,518
保管事業総利益 14,603
（11）加工事業収益 0
（12）加工事業費用 0
加工事業総利益 0
（13）利用事業収益 695,919
（14）利用事業費用 546,961
利用事業総利益 148,958
（15）その他事業収益 181,348
（16）その他事業費用 129,547
その他事業総利益 51,801
（17）指導事業収入 82,436
（18）指導事業支出 133,213
指導事業収支差額 △ 50,777
2．事業管理費 937,012
（1）人件費 722,899
（2）業務費 48,839
（3）諸税負担金 23,778
（4）施設費 139,396
（5）その他費用 2,100
事 業 利 益 26,851
3．事業外収益 19,859
（1）受取雑利息 250
（2）受取出資配当金 11,202
（3）賃貸料 3,503
（4）雑収入 4,904
4．事業外費用 4,809
（1）寄付金 4,809
経 常 利 益 41,901
5．特別利益 0
（1）固定資産処分益 0
（2）一般補助金 0
6．特別損失 46,255
（1）臨時損失 46,255
（2）固定資産圧縮損 0
税 引 前 当 期 利 益 ▲ 4,354
7．法人税、住民税および事業税 4,500
当 期 剰 余 金 ▲ 8,854
　目的積立金取崩額 18,000
　土地再評価差額金取崩額 22,255
当 期 未 処 分 剰 余 金 31,401

令和７年度 損益計画書
（単位：千円）

令和７年４月１日から
令和８年３月31日まで
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会－ 30 －

固定資産の取得計画

１．取得計画 （単位：千円）

場　　　　　所 施設・資産名 数量 取　　得
見込金額

補助金
見込金額

実質取得
見込金額

杉水流ライスセンター 米 乾 燥 設 備 1 18,410 9,205 9,205 

和 牛 繁 殖 セ ン タ ー タ イ ヤ シ ョ ベ ル 1 6,500 － 6,500 

市 内 舎畜 2 6,000 － 6,000 

畜産課・担い手支援課 公 用 車 2 3,000 － 3,000 

真 幸 給 油 所 マ ル チ 計 量 器 1 2,781 － 2,781 

各 事 業 所 業 務 用 パ ソ コ ン 11 2,600 － 2,600 

M C・畜 産 セ ン タ ー 外 壁 塗 装 工 事 1 2,500 － 2,500 

エーコープかくとう店　他 調 理 室 改 修 工 事　 他 3,061 － 3,061 

合　　　　　　　計 44,852 9,205 35,647 

２．リース・賃借契約による取得計画 （単位：千円）

場　　　　　所 施設・資産名 数量 総額 期間 区分

各 支 店 オ ー プ ン 出 納 機 3 15,748 5年 リース

各 支 店 J A S T E M 端 末 機 8 6,941 5年 リース

市 内 LP ガ ス 985kg バ ル ク 貯 槽 3 3,348 10年 リース

市 内 LP ガ ス S 型 メ ー タ ー 185 3,230 9年 リース

各 支 店 OTM（貨幣硬貨入出金器 ）改造対応 3 1,886 5年 リース

市 内 L P ガ ス 2 0 k g 容 器 150 1,707 6年 リース

市 内 LP ガ ス 50kg 容 器　 他 1,003 リース

合　　　　　　　計 33,863

固定資産の処分計画

１．処分計画 （単位：千円）

部　　　　　門 施設・資産名 数量 取得金額 帳簿価格 処分損

建 物 ・ 構 築 物 撹 拌 工 場 設 備 2 921 39 39

機 械 ・ 装 置 撹 拌 工 場 機 械 　 他 8 14,851 114 114

車 両 ・ 運 搬 具 飯野給油所ローリー車・公用車他 4 5,050 － －

器 具 ・ 備 品 撹 拌 工 場 　 計 量 器 　 他 13 2,798 － －

土 地 加 久 藤 駅 前 土 地 2 37,812 37,812 －

合　　　　　　　計 61,432 37,965 153 



（24）令和７年８月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。－ 26 －

株式会社　ＪＡアグリランド田の神さぁ報告書
１．会社の概要

項　　目 内　　　　容 項　　目 内　　　　容

（１）会 社 名 （株）ＪＡアグリランド田の神さぁ （６）資 本 金 総 額 9,800,000 円

（２）代 表 者 名 代表取締役　小吹　敏博 （７）発行済株式数 196 株（190 株ＪＡ所有）

（３）設 立 年 月 日 平成 18 年 6 月 20 日 （８）役 員 数 取締役 3 名・監査役 1 名

（４）事 業 年 度 毎年 2 月 1 日～ 1 月 31 日 （９）職 員 数 男7名・女1名（内ＪＡ出向1名）

（５）事 業 内 容 農業経営・農作業受託等 （10）営 業 開 始 日 平成 18 年 7 月 7 日

２．運営の方針
　ＪＡアグリランド田の神さぁは、ＪＡ組合員と地域の農業者の高齢化や担い手不足に対応し営農支
援や優良農地の確保と有効利用を図ることを運営の方針としています。

３．財務の状況 令和７年１月31日（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

流 動 資 産 24,509,698 流 動 負 債 12,463,258
棚 卸 資 産 438,786 固 定 負 債 60,022,592
固 定 資 産 70,339,146 資 本 金 9,800,000

特 別 積 立 金 5,000,000
前 期 繰 越 剰 余 金 1,627,429
当 期 剰 余 金 6,374,351

計 95,287,630 計 95,287,630

４．損益の状況 （単位：円）

令 和 ６ 年 度 実 績 令 和 ７ 年 度 計 画
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

収 益 77,238,599 収 益 78,418,000
費 用 70,864,248 費 用 77,268,000
当 期 剰 余 金 6,374,351 当 期 剰 余 金 1,150,000

－ 25 －

 株式会社　ジェイエイえびの市葬祭報告書
１．会社の概要

項　　目 内　　　　容 項　　目 内　　　　容
（１）会 社 名 （株）ジェイエイえびの市葬祭 （６）資 本 金 総 額 10,000,000 円
（２）代 表 者 名 代表取締役　小吹　敏博 （７）発行済株式数 200 株（全株ＪＡ所有）
（３）設 立 年 月 日 平成 4 年 7 月 7 日 （８）役 員 数 取締役 3 名・監査役 1 名

（４）事 業 年 度 毎年 2 月 1 日～ 1 月 31 日 （９）職 員 数 男６名（内ＪＡ出向１名）
女５名（内ＪＡ出向１名）

（５）事 業 内 容 葬祭に関する業務一切 （10）営 業 開 始 日 平成 5 年 4 月 15 日

２．運営の方針
　ＪＡ葬祭は、ＪＡ組合員と地域の皆様の消費生活における葬祭経費の負担軽減と計画化をすすめ、
生活改善の一翼を担うことを運営の方針としています。

３．財務の状況 令和７年１月31日（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

流 動 資 産 88,757,132 流 動 負 債 35,031,831
棚 卸 資 産 706,429 固 定 負 債 436,385,225
固 定 資 産 594,363,036 資 本 金 10,000,000

法 定 準 備 金 10,000,000
特 別 積 立 金 179,416,000
前 期 繰 越 剰 余 金 9,138,710
当 期 剰 余 金 3,854,831

計 683,826,597 計 683,826,597

４．事業取扱実績 令和６年２月１日から令和７年１月31日まで（単位：件）
項目 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 計
計画 20 19 19 18 17 17 18 18 19 20 20 20 225
実績 20 16 11 17 17 21 17 16 19 22 25 27 228

５．損益の状況 （単位：円）

令 和 ６ 年 度 実 績 令 和 ７ 年 度 計 画
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

収 益 228,344,477 収 益 264,215,000
費 用 224,489,646 費 用 257,440,000
当 期 剰 余 金 3,854,831 当 期 剰 余 金 6,775,000
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる－ 26 －

株式会社　ＪＡアグリランド田の神さぁ報告書
１．会社の概要

項　　目 内　　　　容 項　　目 内　　　　容

（１）会 社 名 （株）ＪＡアグリランド田の神さぁ （６）資 本 金 総 額 9,800,000 円

（２）代 表 者 名 代表取締役　小吹　敏博 （７）発行済株式数 196 株（190 株ＪＡ所有）

（３）設 立 年 月 日 平成 18 年 6 月 20 日 （８）役 員 数 取締役 3 名・監査役 1 名

（４）事 業 年 度 毎年 2 月 1 日～ 1 月 31 日 （９）職 員 数 男7名・女1名（内ＪＡ出向1名）

（５）事 業 内 容 農業経営・農作業受託等 （10）営 業 開 始 日 平成 18 年 7 月 7 日

２．運営の方針
　ＪＡアグリランド田の神さぁは、ＪＡ組合員と地域の農業者の高齢化や担い手不足に対応し営農支
援や優良農地の確保と有効利用を図ることを運営の方針としています。

３．財務の状況 令和７年１月31日（単位：円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

流 動 資 産 24,509,698 流 動 負 債 12,463,258
棚 卸 資 産 438,786 固 定 負 債 60,022,592
固 定 資 産 70,339,146 資 本 金 9,800,000

特 別 積 立 金 5,000,000
前 期 繰 越 剰 余 金 1,627,429
当 期 剰 余 金 6,374,351

計 95,287,630 計 95,287,630

４．損益の状況 （単位：円）

令 和 ６ 年 度 実 績 令 和 ７ 年 度 計 画
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

収 益 77,238,599 収 益 78,418,000
費 用 70,864,248 費 用 77,268,000
当 期 剰 余 金 6,374,351 当 期 剰 余 金 1,150,000



（26）令和７年８月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。
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に
は

―
―
各
国
が
出
展
し
ま
す

3　

朝
顔
に
―
―
と
ら
れ
て
も

ら
ひ
水
（
千
代
女
）

5　

官
の
対
義
語

6　

合
格
を
目
指
し
て
受
け
る

こ
と
も

7　

二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ
。
令

和
7
年
は
8
月
23
日
で
す

9　

悪
夢
を
食
べ
る
と
い
わ
れ

る
想
像
上
の
動
物

11　

旧
国
名
の
ひ
と
つ
。
今
の
滋

賀
県
あ
た
り

13　

人
が
並
ん
で
作
る
も
の

15　

コ
イ
ン
―
―
に
荷
物
を
入

れ
た

17　

紙
幣
の
す
か
し
は
―
―
防

止
策
の
ひ
と
つ
で
す

19　

魚
な
ど
の
内
臓
の
こ
と

20　

あ
ぶ
く
。
ソ
ー
ダ
水
か
ら
た

く
さ
ん
出
ま
す

21　

半
透
明
で
プ
ル
プ
ル
し
た

洋
菓
子

７
月
号
の
当
選
者

　

７
月
号
の
答
え
は「
ネ
ガ
イ
ゴ

ト
」で
し
た
。正
解
者
総
11
人
の

中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
児
　
玉
　
紀
　
子（
飯
　
野
）

▽
山
　
下
　
良
　
政（
加
久
藤
）

▽
岡
　
村
　
輝
　
美（
真
　
幸
）

▽
末
　
原
　
和
　
子（
真
　
幸
）

▽
須
　
藤
　
天
　
璃（
宮
崎
市
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

８
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
９
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
手
作
り
つ
く
だ
煮
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「手作りつくだ煮」

資材高騰中でありますが、日頃の感謝を込めて2日間限りの価格応援フェアを開催いたします。
営農で必要な品物を低価格で応援いたします。皆様のご来場、お待ちしております。

営農応援フェア

◆お問い合わせ◆
生活資材課　３３－５７４３
農機燃料課　３３－５６０４

開催日時　　９月５日（金）・６日（土）　
　　　　　　　　５日　10：００～１６：００
　　　　　　　　６日　 ９：００～１５：００

開催場所　　畜産センター雨天審査場および機械センター前

展示内容　　農業機械・ガス器具・自動車・生産資材・生活資材
　　　　　　その他、多数展示しています。



（28）令和７年８月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和７年８月５日発行 （28）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
宮

崎
県

農
業

協
同

組
合

　
え

び
の

市
地

区
本

部
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

７
年

８
月

５
日

発
行

行　　事　　予　　定
　

６
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審

議
事
項
・
協
議
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
営
農
経
済
部
門
に
お
け
る
組
合
員
支
援

対
策
（
農
業
振
興
積
立
金
の
活
用
）
に

つ
い
て

■
信
用
部
門
に
お
け
る
組
合
員
支
援
対
策

に
つ
い
て

■
小
規
模
企
業
共
済
業
務
の
取
扱
開
始
お

よ
び
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

■
比
較
常
例
検
査
（
下
半
期
分
）
の
措
置

回
答
書
に
つ
い
て

■
事
業
資
金
短
期（
特
別
当
座
勘
定
貸
越
）

に
か
か
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
Ｊ
Ａ
宮
崎
県
女
性
組
織
協
議
会
の
新

役
員
に
つ
い
て

■
広
報
活
動
状
況
に
つ
い
て

■
農
政
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

■
第
27
回
参
議
院
選
挙
へ
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

■
監
事
室
運
営
規
程
・
監
事
室
職
務
権

限
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

■
バ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ん
し
ょ
苗
「
サ

ツ
マ
イ
モ
茎
根
腐
細
菌
病
」
の
経
過

報
告
に
つ
い
て

■
四
半
期
運
用
方
針
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
情
報

の
報
告
に
つ
い
て

■
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に

関
す
る
取
組
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

■
マ
ネ
ロ
ン
調
査
に
か
か
る
報
告
に
つ

い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策

の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
（
４
月
分
） 

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
に

つ
い
て

◉
協
議
事
項
◉

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て

■
広
域
本
部
制
（
ス
テ
ー
ジ
３
）
に
向

け
て
の
整
理
項
目
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

８

8 金 ふれあい日

9 土 成牛セリ市（妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴ）

10 日 給油所営業

12 火

子牛品評会
ＪＡ－ＳＳ創業大感謝セール（～１４日）
ＰａｙＰａｙサマーキャンペーン

（～１４日）
得火デー

13 水 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

15 金
納涼夏祭り
人工授精休日

18 月 郡子牛品評会

19 火
道の駅えびの休館日
得火デー

20 水 県内一斉消毒の日

21 木 オーツヘイ即売会

22 金 子牛セリ市（～２４日）

23 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

26 火
ＢＬ採血
得火デー

27 水 耳標装着（～２８日）

29 金 成牛セリ市（妊娠牛）

９

1 月 生産検査

2 火
生産検査
得火デー

3 水
生産検査
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

5 金
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（１１月セリ市分）

6 土 九州管内系統和牛枝肉共励会

9 火
成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市
得火デー

10 水
ふれあい日
郡子牛品評会

令和７年８月８日～９月１０日


